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特 集

数珠つなぎインタビュー

「
猪
名
川
の
い
～
な
！
」

応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

活動報告

「猪
名
川
の
い
～
な
！
」写
真
・絵
画
大
募
集
は
、
猪
名
川
の

魅
力
を
広
く
流
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平

成
24
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
毎
年
、
猪
名
川
に
関
わ
る
様
々

な
魅
力
を
写
真
・絵
画
で
表
現
し
た
作
品
を
応
募
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
写
真
48
作
品
、
絵
画
１
８
０
作
品
の
合
計

２
２
８
作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
過
去
最
高
の
作
品
数
に
な

り
ま
し
た
。
作
品
の
制
作
に
貴
重
な
時
間
を
費
や
し
て
い
た
だ

い
た
応
募
者
の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
猪
名
川
の
源
流
や
支
川
の
清
流

か
ら
河
口
付
近
ま
で
を
対
象
に
、
猪
名
川
流
域
の
自
然
・
風

景
・歴
史
・水
辺
文
化
・河
川
利
用
な
ど
、
猪
名
川
の
魅
力
と

流
域
に
暮
ら
す
方
々
の
猪
名
川
と
の
関
わ
り
を
表
現
し
た
魅

力
的
な
作
品
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

応
募
作
品
の
中
か
ら
猪
名
川
の
魅
力
を
伝
え
る
作
品
を
選

考
し
、
写
真
と
絵
画
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
、
猪
名
川
河
川
事
務
所

長
賞
１
点
、
猪
名
川
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
賞
５
点
の
合
計
12
点
の

作
品
を
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

出前講座

特 集

● 伊丹市生物多様性交流フェスティバル
● 水辺まつり ● 尼崎市民まつり

「細郷・里山会」

「猪名川のい～な！」応募ありがとうございました。

河川体験学習の出前講座（伊丹市立 神津小学校）

応
募
作
品
は
猪
名
川
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
猪
名
川
周
辺
の
5
会
場

に
て
11
月
～
12
月
に
展
示
を
行
う
予
定
で
す
。
是
非
ご

覧
下
さ
い
。

※各会場の開催時間などの詳細については、猪名川河川レン
ジャーのWebサイトをご覧ください。

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、作品展が
中止となる場合があります。

会 場 開催期間

イオンモール伊丹
（1階ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄｺｰﾄ）

11/7(月)
～11/11(金)

キセラ川西プラザ
（福祉棟2階ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ）

11/15(火)
～11/21(月)

猪名川町立中央公民館
（1階ｴﾝﾄﾗﾝｽ）

11/24(木)
～11/30(水)

※月曜休館

尼崎市立中央北生涯学習プラザ
（1階にぎわいﾗｳﾝｼﾞ）

12/2(金) 
～12/8(木)

箕面市立中央生涯学習センター
メイプルホール（1階ﾛﾋﾞｰ）

12/13(火)
～12/17(土)

活動報告

2作品

『竜龍』
大川 祐楠 様

『
初
夏
彩
景
』

加
藤

利
恵

様

猪名川河川
事務所長賞

猪名川河川
レンジャー賞

10作品

体験会 外来種駆除体験会

イベント出展

『いざ出発！』
近田 敏之 様

『格闘の後』
豊島 輝満 様

『ホタルを見上げたら』
勝川 絵茉 様

『カニのようす』
奈良 遼大 様

『何、見てる！！』
福井 照明 様

『猪名川と生き物』
鶴本 晴士 様

『屏風岩と猪名川』
木原 遥貴 様

『桜 降るころ』
前川 敏夫 様

『川の生き物あつまれ！』
森本 真穂 様

『夏の川』
結城 正旨 様

尼
崎
市
民
ま
つ
り

10
月
2
日
（日
）
尼
崎
市
役
所
周
辺
・橘
公
園

伊
丹
市
生
物
多
様
性
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

8
月
17
日
（水
）～
8
月
29
日(

月)

伊
丹
市
昆
虫
館

水
辺
ま
つ
り9

月
24
日
（土
）
藻
川
宮
園
橋
右
岸

多
く
の
一
般
市
民
の
方
々
が
来
場
す
る
地
域
参
加
イ
ベ
ン
ト
に
、

猪
名
川
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
活
動
を
紹
介
す
る
体
験
型
の
展
示

ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。
「水
辺
ま
つ
り
」は
猪
名
川
河
川
レ
ン

ジ
ャ
ー
制
度
の
設
立
当
初
か
ら
継
続
し
て
出
展
し
て
お
り
、
「尼

崎
市
民
ま
つ
り
」は
今
年
初
め
て
の
出
展
と
な
り
ま
し
た
。

両
イ
ベ
ン
ト
と
も
過
去
2
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
開
催
が

中
止
さ
れ
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
多
く
の
市
民
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
体
験
展
示
で
は
、
志
築
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
「ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
の
自
宅
探
し
」、
原
口
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
「猪
名
川
周
辺
の

移
り
変
わ
り
」を
解
説
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
「猪
名
川
の
魚

釣
り
ゲ
ー
ム
」や
「猪
名
川
の
生
物
の
塗
り
絵
」等
、
猪
名
川
に
親

し
ん
で
も
ら
え
る
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

佐
藤
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
よ
り
一
言

佐藤河川レンジャー

佐
藤
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
環
境
保
全
の
啓
発
活
動
を
目
的
に
、

例
年
通
り
、
同
ポ
ス
タ
ー
展
に
出
展
し
ま
し
た
。Facebook

の

新
連
載
『佐
藤
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
“い
な
が
わ
散
歩
”』を
ご
紹
介
し
、

来
館
者
の
関
心
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

志
築
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
よ
り
一
言

志築河川レンジャー

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自
宅
の

被
害
想
定
を
確
認
し
た
方

は
浸
水
高
に
驚
か
れ
、
備
え

や
避
難
方
法
を
検
討
し
ま

す
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

原
口
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
よ
り
一
言

原口河川レンジャー

昭
和
三
十
年
代
の
地
図

を
見
な
が
ら
懐
か
し
む
方
、

市
域
の
変
遷
を
楽
し
む
方

な
ど
地
図
を
介
し
て
楽
し

い
お
話
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
開
放
的
な
河
原
に
出

か
け
る
人
も
増
え
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
派
も

多
い
で
す
。
水
と
緑
の
大

切
さ(

快
適
さ)

に
気
づ
き

保
全
活
動
に
も
参
加
し
て

ほ
し
い
で
す
。
河
川
敷
で

道
案
内
も
し
て
い
ま
す
。

11
月
９
日
表
彰
式
開
催

（イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
丹
会
場)

第
猪名川のい～な！

弾

１１

※撮影時のみマスクを外しています。

https://4.bp.blogspot.com/-0fGD3HUFj4s/UnXnCA_gBKI/AAAAAAAAaF8/tdTnQpEnHi8/s800/mushi_koorogi.png


■

里
山
会
の
設
立
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

細
河
地
区
に
は
地
域
の
生
活
や
植
木
産
業
に

育
ま
れ
た
里
山
の
自
然
や
風
景
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
素
晴
ら
し
さ
や
大
切
さ
を
地
域

の
人
々
で
も
知
ら
な
い
人
が
多
く
い
ま
す
。
こ
の

細
河
地
区
の
自
然
を
広
く
地
域
の
皆
さ
ん
や

市
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、

「細
郷
・里
山
会
」を
設
立
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
里
山
会
の
メ
ン
バ
ー
は
伏
尾
台
に
暮
ら
す

住
民
13
名
で
、
規
約
な
ど
を
持
た
な
い
自
由
な

組
織
と
し
て
２
０
１
７
年
に
設
立
し
、
一
年
間

を
通
し
て
自
然
観
察
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。

細
河
地
区
の
自
然
観
察
の
活
動
を
基
本
に
、

自
然
観
察
で
得
た
情
報
や
写
真
を
も
と
に
冊

子
「細
河
の
野
の
花
」を
発
行
し
た
り
、
自
然
を

紹
介
す
る
展
示
会
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

【自
然
観
察
会
】里
山
会
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、

毎
月
第
2
水
曜
日
に
細
河
地
区
を
散
策
し
て

自
然
の
野
草
、
野
鳥
、
昆
虫
な
ど
、
人
以
外
の

生
物
を
全
て
観
察
し
て
い
ま
す
。
捕
獲
・
採
集

な
ど
は
行
わ
ず
に
目
視
観
察
・撮
影
等
を
基
本

と
し
て
、
陸
域
の
生
物
を
主
体
に
観
察
し
て
い

ま
す
が
、
河
川
で
は
猪
名
川
の
支
流
で
あ
る
余

野
川
を
生
息
地
と
し
て
い
る
野
鳥
、
水
鳥
な
ど

を
観
察
し
て
お
り
、
カ
ワ
ガ
ラ
ス
や
イ
カ
ル
チ
ド

リ
、
イ
ワ
ツ
バ
メ
な
ど
の
重
要
種
の
繁
殖
の
状
況

な
ど
も
記
録
し
て
い
ま
す
。

【冊
子
の
発
行
な
ど
】２
０
１
７
年
に
里
山
会
を

発
足
し
、
活
発
に
自
然
観
察
な
ど
の
活
動
を

行
っ
た
成
果
と
し
て
、
２
０
１
８
年
に
「細
河
の

野
の
花
１
０
０
」と
題
し
た
細
河
の
野
草
を
紹

介
す
る
小
冊
子
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
冊

子
を
細
河
の
方
を
中
心
に
販
売
し
細
河
の
Ｐ
Ｒ

に
役
立
て
て
い
ま
す
。
池
田
市
緑
の
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
販
売
も
し
て
お
り
、
好
評
を
得
て
い
ま

す
。
ま
た
、
横
田
氏
個
人
で
は
「
細
河
の
生
き

物
た
ち
の
営
み
」と
題
し
た
細
河
地
区
の
生
物

の
写
真
集
も
発
行
さ
れ
、
池
田
市
立
図
書
館
、

学
校
は
じ
め
公
共
施
設
や
自
然
に
携
わ
っ
て
お

ら
れ
る
方
々
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

猪名川河川事務所 工務課
池田市上池田2 丁目2 番39 号
TEL：072-751-1111（代表）

猪名川河川レンジャーに関するお問い合わせは、Web サイトまたはメール
アドレスをご利用いただくか、猪名川河川事務所 工務課までご連絡下さい。

Webサイト http://www.iranger.jp/
メールアドレス info@iranger.jp

https://www.facebook.com/InagawaRanger
新たな河川レンジャー
及び協力員も募集中
です！

Webサイト facebook

facebookでは、猪名川河川レンジャーの活動内容のほか、猪名川で見つけた自然や文化を紹介しています。

第
24
回
数
珠
つ
な
ぎ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
細
郷
・
里
山
会
」

猪
名
川
流
域
で
活
躍
す
る
団
体
を
リ
レ
ー
形
式
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
大
東
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
「細
郷
・里
山
会
」を
訪
問
し
、

代
表
の
横
田
様
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

（令
和
４
年
10
月
９
日
取
材
）

出前講座

ま
た
20
年
前
か
ら
細
河
の
生
き
物
を
紹

介
し
た
Ｈ
Ｐ
も
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

【展
示
会
・説
明
会
な
ど
】池
田
市
役
所
で

開
催
さ
れ
る
「池
田
の
自
然
展
」や
緑
の
セ

ン
タ
ー
で
の
展
示
会
、
伏
尾
台
の
「街
か
ど

サ
ロ
ン
」で
の
自
然
解
説
な
ど
、
細
河
地
区

の
自
然
環
境
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
展

示
会
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
自
然
環

境
展
示
で
は
自
然
観
察
で
撮
影
し
た

様
々
な
生
き
物
の
特
徴
的
な
写
真
な
ど

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
動
画
で

観
察
記
録
を
撮
影
し
、
自
然
観
察
に
行
っ

て
実
物
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
高
齢
者

の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く
な
ど
、
観
察
や

情
報
発
信
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

■

活
動
の
大
切
な
こ
と
は
？

細
河
地
区
の
里
山
の
自
然
を
守
る
た
め

に
は
、
お
金
を
か
け
て
個
々
の
環
境
を
保

全
す
る
の
で
は
な
く
、
植
木
産
業
な
ど
の

地
域
の
営
み
の
発
展
が
あ
っ
て
の
自
然
環

境
な
の
で
地
域
全
体
の
自
然
環
境
が
将

来
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
細
河
地
区
の
自
然
環
境
を
紹
介
す

る
と
「
こ
ん
な
自
然
が
あ
っ
た
の
か
！
」
と

驚
か
れ
る
声
も
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

こ
う
し
た
地
域
の
自
然
の
良
さ
を
広
く

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
細
河
地
区
の
自

然
を
守
る
第
一
歩
で
あ
る
と
考
え
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
但
し
、
会
の
メ
ン

バ
ー
の
高
齢
化
も
進
み
、
こ
う
し
た
思
い
を

次
の
世
代
に
繋
い
で
い
く
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■

最
後
に
読
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ

池
田
市
の
市
街
地
か
ら
ほ
ど
近
い
細
河

地
区
に
は
２
５
０
年
以
上
営
ま
れ
て
き
た

植
木
産
業
と
と
も
に
築
き
上
げ
ら
れ
た
素

晴
ら
し
い
里
山
の
自
然
環
境
、
自
然
風
景

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
然
の
良
さ
を

地
域
の
皆
さ
ん
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
是

非
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

大東河川レンジャー

横田代表

インタビューの様子
（細河コミュニティープラザ「緑の郷」）

←自然観察会/「池田の自然展」↑
（細郷・里山会提供）

横
田
様
は
、
一
年
間
で
約
２
５

０
日
、
1
日
4
時
間
も
費
や
し

て
、
ヒ
ト
以
外
の
生
き
物
観
察
に

出
向
か
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
本
日
の
名
言
『草
刈
り
す

る
か
ら
こ
そ
、
弱
い
芽
花
が
で
て

く
る
』
。
納
得
で
す
。
細
河
地
区

を
盛
り
上
げ
Ｐ
Ｒ
す
る
と
い
う
、

趣
味
で
は
な
く
使
命
感
と
希
望

を
も
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
る
姿
に

熱
い
志
を
感
じ
ま
し
た
。

大東河川レンジャー

渡
り
鳥
の
よ
う

に
、
こ
の
活
動
が

世
間
に
こ
だ
ま

す
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

大
東
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー

よ
り
一
言

猪
名
川
体
験
学
習
の
出
前
講
座

（
伊
丹
市
立

神
津
小
学
校
）

外
来
種
駆
除
体
験
会

佐
藤
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
よ
り
一
言

佐藤河川レンジャー

伊
丹
市
立
神
津
小
学
校
で
は
、
「猪
名
川
」を
研
究
テ
ー

マ
に
し
「自
分
た
ち
で
企
画
・研
究
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
行

わ
れ
ま
す
。
猪
名
川
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
で
は
、
学
校
か
ら
の

依
頼
を
受
け
、
児
童
の
皆
さ
ん
の
研
究
活
動
に
協
力
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
佐
藤
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
水
谷
河
川

レ
ン
ジ
ャ
ー
が
担
当
し
て
、
学
校
の
先
生
と
相
談
し
な
が
ら

体
験
型
の
出
前
講
座
を
2
回
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。

１
回
目
は
猪
名
川
に
入
っ
て
水
生
生
物
の
捕
獲
と
水
質
調

9
月
13
日
（火
）
9
月
27
日(

火
）
猪
名
川
河
川
敷

ア
レ
チ
ウ
リ

10
月
9
日
（日
）

猪
名
川

桑
津
橋
左
岸
下
流

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

10
月
15
日
（土
）
猪
名
川

軍
行
橋
右
岸
下
流

水
谷
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
よ
り
一
言

水谷河川レンジャー

初
め
て
2
日
間
の
出
前
講
座
に
臨

み
ま
し
た
。
教
室
内
講
座
も
初
め
て

で
、
猪
名
川
ク
イ
ズ
を
通
し
て
楽
し

く
指
導
で
き
ま
し
た
。

外
来
生
物
の
駆
除
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
現
実
で
す
。
私
た

ち
が
河
川
敷
の
発
生
箇
所
を
駆
除
し

た
結
果
、
種
の
で
き
る
前
に
刈
り
取
っ

た
所
は
成
果
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

猪
名
川
の
河
川
敷
に
生
育
す
る
外
来
植
物
を
駆
除
す
る

体
験
会
を
、
佐
藤
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
講
師
を
務
め
て
2
回

開
催
し
ま
し
た
。
「桑
津
橋
の
下
流
」で
は
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー

が
主
催
し
て
一
般
市
民
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
ア
レ
チ
ウ
リ

の
駆
除
を
行
い
ま
し
た
。
ア
レ
チ
ウ
リ
が
広
く
繁
茂
す
る
区

域
を
事
前
に
伐
採
し
、
切
り
残
さ
れ
た
ア
レ
チ
ウ
リ
を
手
作

業
で
丁
寧
に
駆
除
し
ま
し
た
。
「軍
行
橋
の
下
流
」で
は
、

伊
丹
市
の
主
催
に
よ
っ
て
集
ま
っ
た
少
年
野
球
の
チ
ー
ム
の

皆
さ
ん
と
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の
駆
除
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
０
名
近
い
人
数
で
大
量
の
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
が

駆
除
で
き
ま
し
た
。

査
の
体
験
を
行
い
、
2
回
目
は
猪
名

川
の
河
川
敷
を
散
歩
し
な
が
ら
の
観

察
と
教
室
内
で
の
講
義
・ク
イ
ズ
を
し

ま
し
た
。
子
供
た
ち
か
ら
は
様
々
な
質
問
や
研
究
テ
ー

マ
の
ア
イ
デ
ア
も
飛
び
出
し
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
が
楽
し
み

で
す
。

体験会
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